







































































































































































































































































































































































































































































































































































就任年代 人名 前 職 後職 真田明細備考
寛延３年(1750）
寛延３年(1750）
明和元年(1764）
明和元年(1764）
寛政12年(1800）
享和３年(1803）
文化11年(1814）
文政５年(1822）
文政８年(1825）
文政８年(1825）
文政９年(1826）
天保７年(1836）
天保11年(1840）
天保12年(1841）
天保14年(1843）
嘉永２年(1849）
安政３年(1856）
安政６年(1859）
慶応２年(1866）
慶応２年(1866）
慶応３年(1867）
不明
不明
不明
不明
不明
不明
一色平八
坂口佐平大
宮下嘉平大
石野傳蔵
平林縫殿進
竹内小左衛門
瀧沢音人
宮下丹下
小林奥左衛門
佐藤三九郎
水野房五郎
山元権平
西村源蔵
堤右衛門
伊藤佐右衛門
三輪徳左衛門
三井栄助
村田新五兵衛
水野瀬平
宮沢新八郎
関口隼太
塩野完示
金井彦右衛門
相澤島右衛門
湯本十学
落合量蔵
谷口民馬
不明
不明
不明
不明
なし
御番
不明
大殿様御近習
不明
御番
御番
御番
若御前様御奥支配
御宮見廻役
御宮見廻役
不明
御番
御番
御番
御番
御番
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
御城廻
御城廻
不明
御城廻
不明
不明
御蔵奉行
御番
払方御金奉行
表御右筆組頭
記なし
不明
御警衛方御番士
御奥支配
御番
勤仕並
勤仕並
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
269頁★
189頁
不明
311頁
不明
141頁★
303頁★
351頁★※
237頁★
204頁★
15～16頁★
不明
298頁★
324頁★
303頁★
310頁★
174頁★
不明
不明
2頁
352頁
不明
不明
松代藩の水道行政（坂譜）２１７
で「御番」と「勤仕並（明治期のみ)」が共に２人ずつとなっている。その
他としては御蔵奉行・払方御金奉行・表御右筆組頭・御警衛方御番士御奥支
配などがあげられる。もとの「御番」に戻ったケースよりも他の役について
いる例が多く見られることが何を意味するのか，この少ないデータでは推測
しにくい。
高については，役料・切米・扶持と様々な立場となっており，藩内におい
て有力な役であったとは考えにくい。また，史料上では水道管理者として重
要な地位を占めていたと考えられる者が，「家中明細書」に記載されていな
い例が多数存在していることから，藩内で役としての格はそれほど高いもの
であったとは考えにくい気がする。これについては，今後他の奉行職や役な
どの研究を進めていく上で更に考察していく必要があるものと思われる。
むすびにかえて
松代藩の水道研究の契機は，国文学研究史料館の『松代真田家文書』の中
に「水道」と銘打たれた文書群が多数存在しているにもかかわらず，上水の
研究書などには全くその存在が記されていないことに疑問を持ったからであ
った。偶然にもＮＨＫの報道の中で，松代ではかつて「御泉水」というもの
があったことを知ったことも，無関係ではない。
松代藩の上水道がいつ出来上がったのか，正確なところは結局は不明であ
る。しかし残された多数の文書を見る限り，寛延の頃には絵図が描かれてい
ることから，出来上がっていたことは確かであろう。廻状を出すなどシステ
ムが整ったのは，その後の明和の頃と思われる。水源については，複数の水
源を使用していた可能性が強い。設置目的が明確に示されたものはないが，
｢御曲輪御用水」や「(御）泉水」などの呼び方から，城内への引水が主目的
であり，その他では塵芥などを入れないよう注意をしている上，時には「呑
水」とも表記されているから，飲用されていた可能性もあると思われる。
このような上水道としての機能を持つ「水道」を管理していたのが「水道
役所」又は「水道方」であった。その管理方法については『水道御役所曰
218
記」などに詳しく記載されており，御用番・御勝手方・当番が責任者として
名をつらねるが，実際の業務は水道当番が月番交代で従事していた。水道当
番は廻状・名面帳を回し，家中の用水を検分する他，普請時の差配を行い，
また火災後の焼失場所改などが日常業務として行われていたようである。水
道役に就く者は，番方からの者が多い。藩士の地位からもそれ程高い役とは
考えられない。
今回は職制と管理の側面からのみ考察したものであり，上水研究としては
はまだその端緒である。中でも本論文では管理の主体を研究対象としたため，
その他のことについてはあまり触れていない。多数残されている普請帳など
を利用して，どの程度の規模の工事がなされていたのか詳細に検討し，どの
ように管理・運営がなされていたのかを明らかにすることによって，より多
くのことが判明するものと思われるが，これは今後の課題としたい。
（24）
更に，多くの絵図力i残されているものの，「松代町史」などにもその図は
ほとんど活かされていないという現実がある。本論でも絵図史料については
参考とはしたが，その全貌を確認するまでには至っていない。城下町内全体
の水路を把握する上でも，今後，詳細な調査を行う必要があると思われる。
（25）
また，文書の中には弓|水をめぐっての紛争記録も残されていたが，これに
ついては本稿では扱わなかった。紛争とその処理については，いずれ機会を
改めて論及することとしたい。これは今後の課題でもある。
今回の研究に関連して長野市の埋蔵文化財センターで上水樋と思われる遺
物を見せていただいたり，３０年以上も前の道路工事の際に出たという上水樋
を水道局の資料館で見せていただいた。調査中のものも多数あり，考古学的
な考察が行われるのは先であるが，いずれその結果も含め，更なる考察をし
たいと考えている。
（１）現在，真田家の史料は長野市松代の真田宝物館と東京の国文学研究資料館に
収蔵されている。
（２）財政改革を含めた藩政改革についてまとめられた論文は，西沢武彦「松代藩
における恩田杢の改革」（『信濃」Ⅲ次８巻11号，］956年)，宇都宮正喜「近世後期
松代藩の水道行政（坂譜）２１９
松代藩財政について」（｢長野』107号，1983年)，田中薫「松代藩寛保期から宝暦
期における改革についての覚書き」（｢信濃」Ⅲ次37巻３－５号，1985年）などがあ
げられる。
（３）職制関係では，西沢武彦「松代藩の足軽（同心）について」（『信濃』Ⅲ次６
巻10-12号，７巻２－４号，1954～55年)，米山一政「松代領口留番について」（『信
濃』Ⅲ次７号５号，1956年)，松本史「松代藩口留番所について」（｢信濃」Ⅲ次３９
巻９号，1987年）などがあげられる。
（４）松代藩の刑法については，平松義郎「御仕置御規定」（｢藩法集５諸藩』創
文社，1964年)。同「藩法雑考（１）松代藩「御仕置御規定｣」（名古屋大学法政論
集20-21号，1962年）は松代藩の刑事判例集を使った事例研究である。
（５）新人物性来社，1995年。
（６）「史料館所蔵目録」（｢信濃国松代真田家文書目録その’～４｣）
なお，註（７）以降では真田家文書目録・八田家文書目録を使用したものにつ
いては，国文学研究史料館での請求番号を記す。
（７）真田家文書目録さ116
（８）真田家文書目録さ1158
（９）真田家文書目録さ1156
(10）真田家文書目録さ1160
(11）八田家文書目録あ545
(12）真田家文書目録さ９１
(13）真田家文書目録さ６８
(14）真田家文書目録さ９６
(15）真田家文書目録さ９２
(１６）Ａ・真田家文書目録さ109,Ｂ・真田家文書目録さ108。なお，表３を参
照すると，Ａは文政９年から天保７年ころまでの史料，Ｂは文政５年か６年のも
のと思われる。
(17）『藩史大事典』第３巻・松代藩392～393頁
(18）前掲註（12）
(19）真田家文書目録あ3358
(20）真田家文書目録あ3359
(21）真田家文書目録け1811
(22）前掲註（19）内，四月二日記
(23）史料館研究紀要第18号1986年
(24）「松代町史」上・下長野県埴科郡松代町役場1929
(25）真田家文書目録さ171～177
